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日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
ま
す
が
、
皆

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初
の

定
例
会
と
な
っ
た
今
定
例
会
で
は
、
平

成
26
年
度
決
算
の
審
査
な
ど
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
か
ら
は
12
月
定
例
会
が
開
会

し
ま
す
。
本
市
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
も
、
引
き
続
き
、
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
号
か
ら
新
し
い
編
集
委
員

で
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」

を
目
指
し
て
、
編
集

委
員
一
同
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
報
酬
の
５
％
削
減
を
求
め
る

議
員
提
出
議
案
は
否
決

秦
野
市
で
中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
を

都
市
計
画
道
路
開
通
に
向
け

区
画
整
理
事
業
を
施
行

小
児
医
療
費
助
成
制
度
を

他
市
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
拡
充
せ
よ

「はだの議会だより」は再生紙を使用しています。

　

９
月
定
例
会
は
、９
月
18
日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
の
34
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、決
算
の
認
定
、人
事
案
件
な
ど

市
長
提
出
議
案
等
25
件
（
う
ち
、報
告
6
件
・
諮
問
１
件
）の
ほ
か
、議
提
議
案
３
件
を

審
議
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
用
語
解
説
（
下
段
）
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第218号

秦
野
市
個
人
番
号
の
利
用
事
務
を
定
め

る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

秦
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
秦
野

市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

秦
野
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
個

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
に
つ
い
て
、

本
市
が
利
用
す
る
事
務
の
利
用
範
囲
な

ど
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含

む
個
人
情
報
に
つ
い
て
適
正
な
取
扱
い

を
確
保
し
、
第
三
者
点
検
機
関
を
位
置

付
け
る
と
と
も
に
、
通
知
カ
ー
ド
お
よ

び
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
を
行
う

事
務
に
つ
い
て
、
手
数
料
お
よ
び
そ
の

額
を
定
め
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
条
例
に
お
い
て
社
会
保
障
、
地
方

税
お
よ
び
防
災
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
に
係
る
情
報
を

生
活
保
護
事
務
に
利
用
す
る
な
ど
、
※

番
号
法
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
情
報
の

利
用
を
対
象
と
す
る
「
個
別
に
規
定
す

る
事
務
」
と
、
法
律
に
明
記
さ
れ
た
事

務
間
で
の
情
報
の
利
用
を
対
象
と
す
る

「
包
括
的
に
規
定
す
る
事
務
」
を
、
そ

れ
ぞ
れ
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

問　
通
信
回
線
上
で
の
、
情
報
漏
え
い

へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
人
番
号
情
報
の
送
受
信
に
は
専

用
回
線
を
使
用
し
、
暗
号
化
す
る
な
ど

の
対
策
が
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
り
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。

答　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
り
、

す
で
に
交
付
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は

可
能
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
実
施
し
て

い
な
い
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど

の
費
用
対
効
果
や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
導
入
の

議
提
議
案
第
６
号　
秦
野
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

議
員
報
酬
の
月
額
を
、
５
％
引
き
下

げ
る
減
額
措
置
を
任
期
満
了
ま
で
行
う

た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

▼
主
な
質
疑

問　
こ
の
任
期
か
ら
、
議
員
定
数
が
２

人
減
っ
た
が
、
定
数
減
に
よ
る
影
響
額

は
ど
の
程
度
か
。

平
27
陳
情
第
８
号　
秦
野
市
で
中
学
校

完
全
給
食
実
施
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

全
て
の
親
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
弁
当
を
毎
日
作
る
こ
と
が
で
き
る
状

況
で
は
な
い
。
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
子

ど
も
が
適
切
な
食
事
が
と
れ
な
い
状
況

を
な
く
す
た
め
に
も
、
秦
野
産
農
作
物

を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
完
全
給
食
を
実
施
し
て
ほ

し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
意
見

問　
秦
野
市
立
中
学
校
給
食
の
あ
り
方

研
究
・
検
討
会
で
は
、
「
完
全
給
食
実

施
な
ど
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
を
考
慮
し
つ
つ
、

長
期
的
視
点
で
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

議
案
第
42
号　
秦
野
都
市
計
画
事
業
秦

野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

都
市
計
画
道
路
・
尾
尻
諏
訪
原
線
の

事
業
用
地
確
保
を
目
的
と
し
た
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
名
称
、

審
議
会
に
関
す
る
事
項
の
決
定
方
法
な

ど
を
定
め
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
は
、
公
告

の
日
か
ら
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
土
地
区
画
整
理
事
業
を
市
施
行
で

実
施
す
る
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
部
分
が
宅
地
利
用
で
あ
り
区
画

整
理
後
の
土
地
の
価
値
に
大
き
な
増
進

が
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
事

業
資
金
に
充
て
る
保
留
地
の
設
定
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
市
で
施
行
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
本
事
業
は
、
市
内
の
建
設
業
者
が

工
事
を
請
け
負
え
る
の
か
。

答　
個
々
の
工
事
発
注
額
は
、
そ
れ
ほ

議
提
議
案
第
５
号　
小
児
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

県
内
で
は
、
３
市
が
中
学
３
年
生
ま

で
、
９
市
が
小
学
６
年
生
ま
で
、
通
院

費
の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
本
市
は
助
成
対
象
年
齢
を
小
学

４
年
生
ま
で
と
し
て
お
り
、
他
市
と
比

べ
る
と
後
れ
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
小

学
６
年
生
ま
で
拡
大
を
す
る
と
と
も
に
、

所
得
制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
も
の
。

▼
主
な
質
疑

問　
福
祉
施
策
の
中
で
、
所
得
制
限
を

設
け
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、
所
得
制
限
の
撤
廃
は
必
要
な
の
か
。

答　
小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
近
隣
で
も
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
平
等
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
機
会
の

確
保
の
た
め
に
も
、
撤
廃
す
べ
き
と
考

え
る
。

▼
反
対
討
論

　

対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て
は
賛
成
す

答　
２
２
０
０
万
円
程
度
の
減
額
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

財
政
状
況
を
勘
案
し
た
、
議
員
報
酬

削
減
あ
り
き
の
対
応
で
は
な
く
、
市
民

の
信
託
に
応
え
る
活
動
を
行
う
た
め
の

対
価
と
し
て
、
今
後
の
議
会
活
動
の
あ

り
方
な
ど
も
見
定
め
な
が
ら
時
間
を
か

け
て
議
論
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、
反
対

す
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

否　
　

決
（
賛
成
少
数
）

か
。

答　
中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
は
、
生

徒
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実

な
ど
、
ま
ず
は
生
徒
の
学
習
に
直
接
関

わ
る
課
題
を
優
先
し
て
取
り
組
む
た
め
、

長
期
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い

る
。

▼
委
員
会
の
意
見

　

市
の
財
政
状
況
や
中
学
校
完
全
給
食

に
係
る
経
費
を
考
え
る
と
、
現
時
点
で

の
事
業
開
始
は
困
難
で
あ
る
。
一
層
の

財
政
健
全
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教

育
施
策
の
優
先
順
位
の
見
直
し
や
、
県

内
で
実
施
し
た
市
町
村
の
状
況
を
調
査

・
分
析
し
、
実
施
体
制
な
ど
の
環
境
が

整
備
さ
れ
た
時
点
で
事
業
を
開
始
す
べ

き
で
あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
採
択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
採
択
（
賛
成
多
数
）

ど
大
き
く
な
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
る
た

め
、
一
般
競
争
入
札
制
度
の
中
で
、
市

内
建
設
業
者
が
入
札
参
加
条
件
を
満
た

す
発
注
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

第
１
回
目
の
説
明
会
か
ら
２
年
し
か

経
っ
て
お
ら
ず
、
住
民
と
の
さ
ら
な
る

合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　

地
元
住
民
で
結
成
し
た
ま
ち
づ
く
り

研
究
会
な
ど
で
、
事
業
の
実
現
を
目
指

し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
丁
寧
な
説
明

を
し
な
が
ら
推
進
し
て
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

る
が
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
で

財
政
負
担
が
増
え
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
を
救
う
別
の
助
成
制
度
の
確
立
が

遠
の
く
た
め
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

財
政
に
影
響
を
与
え
る
生
産
年
齢
層

を
定
住
化
さ
せ
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
本
市
は
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
他
市
に

比
べ
後
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
や
、
生
産
年
齢
人
口
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
制
度
の
拡
充
は
急
務
で

あ
る
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
す
る

条
例
を
整
備

議
案
審
議
議
案
審
議
は

１
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）都市計画道路開通予定地

主 な 内 容
◆議案審議 1・7・8面
◆12月定例会日程 1面
◆一般質問 2・3・6・7 面
◆決算審査 4・5面
◆議会のうごき 6 面
◆陳情 8 面

９ 月
定例会

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

平
成
26
年
度
決
算
を
認
定

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
個
人
番
号
制
度
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
に
と
っ
て
は
、
提
出
書
類
の

簡
素
化
や
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
身
分

証
明
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
る
。
市
と
し
て
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
事
務
処
理
の
効
率
化
で
あ
り
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
財
政
負
担
の
増
加
な
ど

で
あ
る
。

要
望　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

を
市
民
へ
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
た

め
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
は
も
ち
ろ
ん
、

説
明
会
な
ど
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

個
人
番
号
制
度
に
対
し
、
市
民
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
危
険
性
が
高
ま
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
リ
ス
ク
を
承

知
で
国
の
制
度
を
推
進
す
る
の
で
は
な

く
、
導
入
の
延
期
や
中
止
を
要
請
す
べ

き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
総
括
と
合
わ
せ
、
最
も
便
益
の

あ
っ
た
日
本
年
金
機
構
な
ど
に
対
し
、

事
務
の
合
理
化
な
ど
の
要
望
も
す
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議会を傍聴してみませんか！
　議会では、秦野市をより暮らしやすいまちとするため、予
算や条例の制定・改正をはじめ、市のさまざまな重要案件
について議論し、決定しています。
　本会議当日、本庁舎５階の傍聴席入り口で、住所・氏名
を記入するだけでどなたでも傍聴することができます。
　なお、委員会を傍聴される方は、会議当日に本庁舎４階
議会事務局にお越しください。

※会議の日程および時刻は変更することがあります。

11月 26日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・提案説明）
30日（月） 〃 本会議（議案審議）

12月 １日（火） 〃 本会議（一般質問）
２日（水） 〃 本会議（一般質問）
３日（木） 〃 本会議（一般質問）
４日（金）午前９時 30分 総務常任委員会
７日（月） 〃 文教福祉常任委員会
８日（火） 〃 環境都市常任委員会
９日（水） 〃 議会運営委員会
17日（木) 〃 本会議（委員長報告・議案審議・閉会)

12 月定例会日程

表紙写真を募集します！～テーマ：秦野の風景、地域や学校の行事など～
「はだの議会だより」第 219 号（平成 28年 2月中旬発行）の表紙写真を募集します。
応募媒体：①現像写真（２Ｌサイズ横長・カラープリント）
　　　　　②電子データ (デジタルカメラは 500 万画素数以上のもので、JPEG形式）
　　　　　 ※１回の応募点数は１人３点まで
応募資格：市内在住、在勤または在学の方　　締め切り：平成28年1月26日（火）必着
応募方法：所定の申し込み用紙に記入し、持参、郵送、またはメール
○ 郵送先　〒 257-8501 秦野市桜町一丁目３番２号　秦野市議会事務局あて
○ メール　gikai@city.hadano.kanagawa.jp
※メールの場合、表題は「議会だより表紙写真応募」としてください。ファイルサイズを2MB以下にしてください。
※詳しくは、ホームページをご覧になるか議会事務局（☎0463-82-9652）までお問い合わせください。

　平成 27年11月15日 (日 )に教育委員会の主催で、市制施行
60 周年記念事業・はだの子ども議会を議場で開催しました。市
内の小・中学校からの代表者（子ども議員：45人）が中学校区ご
とに代表質問形式で、本市の施策や取り組みなどについて、提言・
質問をしました。
　実際の本会議と同じように、市長、副市長、教育長、部長が執
行部席に着き、子ども議員の質問に対して、丁寧に答弁しました。
　最後に、子ども議員全員で、「スマートフォン、携帯電話等に関
する決議」をし、本市からいじめをなくす決意を示しました。

市制施行60周年記念「はだの子ども議会」を開催

◆次号の議会だより（平成 28 年２月中旬の日曜日発行予定）は、12 月定例会の概要などをお知らせします。※番号法… 「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の略称。用語解説

陳

情

＜９月定例会で審議した議案等の議決結果＞
議 案 等 番 号 議　案　等　名 議 決 結 果

議 案 第 4 1 号秦野市個人番号の利用事務を定める条例を制定することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 4 2 号秦野都市計画事業秦野駅南部（今泉）土地区画整理事業施行に関する条例を制定することについて
原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 4 3 号秦野市個人情報保護条例及び秦野市情報公開条例の一部を改正することについて
原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 4 4 号秦野市手数料条例の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 4 5 号平成 26年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 定
（賛成多数）

議 案 第 4 6 号平成 26年度秦野市水道事業会計決算の認定について 認 定
（賛成多数）

議 案 第 4 7 号平成 26年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認 定
（賛成多数）

議 案 第 4 8 号平成 26年度秦野市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認 定
（賛成多数）

議 案 第 4 9 号平成 26年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認 定
（賛成全員）

議 案 第 5 0 号平成 26年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認 定
（賛成多数）

議 案 第 5 1 号平成 27年度秦野市一般会計補正予算（第２号）を定めることについて
原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 5 2 号平成 27年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて
原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 5 3 号平成 27年度秦野市下水道事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて
原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 5 4 号平成 27年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて
原 案 可 決
（賛成多数）

議 案 第 5 5 号秦野市教育委員会の委員の選任について 同 意

議 案 第 5 6 号秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同 意

議 案 第 5 7 号工事請負契約の変更について 原 案 可 決
（賛成全員）

議 案 第 5 8 号秦野市監査委員の選任について 同 意

報 告 第 1 2 号専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償） 報 告

報 告 第 1 3 号専決処分の報告について（水路の管理瑕疵に係る損害賠償） 報 告

報 告 第 1 4 号平成 26年度秦野市下水道事業特別会計継続費精算報告書 報 告

報 告 第 1 5 号平成 26年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について 報 告

報 告 第 1 6 号専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償） 報 告

報 告 第 1 7 号専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償） 報 告

諮 問 第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当である旨
答 申

議提議案第 4号 秦野市議会会議規則の一部を改正することについて 原 案 可 決
（賛成全員）

議提議案第 5号 小児医療費助成制度の拡充に関する決議について 原 案 可 決
（賛成多数）

議提議案第 6号 秦野市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条
例の一部を改正することについて

否 決
（賛成少数）

平27陳情第8号 秦野市で中学校完全給食実施を求める陳情 趣 旨 採 択
（賛成多数）

市制施行60周年を迎えました

夢・希望！　未来へつなごう
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